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はじめに

子育ての孤立化や子どもの貧困、虐待の問題など、

子育てに関する問題が大きく取り上げられるなか、保

育所や幼稚園等に求められる子育て支援の役割が大き

くなっている。2018 年に改訂された保育所保育指針

においては「子育て支援」の章が新設され、「子ども

の育ちを家庭と連携して支援する」こと、「保護者及

び地域が有する子育てを自ら実践する力の向上」に資

することが求められている。また、2019 年より保育

者養成課程における必修教科目として「子育て支援」

が追加されるなど、実社会でのニーズが、保育に関す

る制度面においても反映されてきている現状にある。

このような状況のなかで、学生が「子育て支援」に

ついてリアリティある学びを得るためには、どのよう

なカリキュラムが望ましいといえるのだろうか。本研

究では、実践経験からの学習を導く理論としての「リ

アリスティック・アプローチ」（Korthagen2010）1）

を用いて授業計画を設計し、学生が実際の子育てにつ

いてリアリティある学びを得られているかどうかを検

討することを目指した。

Ⅰ 問題と目的

1.「子育て支援」の独自性に基づくカリキュラムの必

要性

社会全体での子育て支援が求められている現状のな

かで、大学が主体となった子育て支援の取り組みが広

がりを見せている。小原ら（2016）2）が、保育者養成

を行う大学が実施する子育て支援活動について調査し

た結果、調査に回答した 189校のうち、約 7割がなん

らかの子育て支援を行っており、多くの大学が実際に

子育て支援を担う主体となっていることがわかる。そ

れらの実践には、何らかのかたちで学生が関与するケー

スが多く、保育者養成課程のなかで学生が実際に子育

て支援の現場を身近に感じることのできる機会も増え

てきているといえるのではないか。

一方、子育て支援についての実践的な知識を身につ

ける教育カリキュラムの開発は、いまだ手探りの状態

である。立浪（2013）3）は、保育者養成課程において、

学生自身が子育て支援の経験を学びにつなげるカリキュ

ラムを整備する必要性を訴えているが、そのようなカ

リキュラムの理論化・体系化は十分になされていると

言えないだろう。

子育て支援について学ぶカリキュラムを構築する上

で必要になるのが、「保育」と「子育て」の区別であ

る。保育者養成課程において学ぶ「保育」は、主に集

団を対象とした施設保育の実践を想定したものであり、

主に親子関係のなかで営まれる「子育て」とはそのリ

アリティが異なっている。「保育」を想定して得られ

た子ども観のみに基づいて、いきなり保育者として子

育て支援の実践に挑むことは、近年保育者養成の課題

として指摘されている「リアリティ・ショック」（谷
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川 2010）4）の問題、すなわち養成課程で学んだ知識・

技術の実際性と現場で求められる対応の実際性との乖

離から生じる問題を引き起こすことが想定できる。そ

のようなショックを緩和する上で、「わが子」を育て

る悩みや喜びといった、「子育て」独自のリアリティ

の存在に、ある程度の理解を備えた保育者を養成する

必要があるといえるだろう。

2.「リアリスティック・アプローチ」に基づく学び

保育者養成校において子育て支援の現場が身近になっ

ていることを鑑みれば、そのような現場での経験をよ

り豊かな学びに結び付けていくための教育方法論が求

められている。そこで本研究が注目するのは、オラン

ダの教育学者・教師教育者であるフレッド・コルトハー

ヘンが提唱する「リアリスティック・アプローチ」で

ある。「リアリスティック・アプローチ」とは、経験

に依拠した学びの理論であり、実践場面のリアリティ

を重視し、その場で起きていることや、自分自身の行

為によってもたらされた影響について振り返りを行い、

そこに意義や意味を見出していくことで学習を行って

いくアプローチである（小野寺ら 2016）5）。これまで、

「教育実習」や「教職実践演習」といった教員養成課

程の科目において「リアリスティック・アプローチ」

を導入した実践研究が行われており、現場のリアリティ

に基づく学びを導くものとしてその意義が論じられて

いる（山本ら 2016 6）, 中山ら 2017 7））。「子育て」独自

のリアリティに基づくカリキュラムを構築する上でも、

このようなアプローチを採用していくことが有効であ

ろうと考えられる。

3. 本研究の目的

そこで本研究では、子育て支援について学ぶカリキュ

ラム構築のための実践研究として、保育者養成校であ

る大阪樟蔭女子大学児童学部において、実際に学生と

ともに子育て支援実践を行い、その経験から学びを引

き出すことを目的とした授業実践を行った。子育て支

援実践として行われたのは、筆者らが 2015年より大

学内で実施してきた「子育てカフェ」である。「子育

てカフェ」は、「地域の子育て中の保護者が気軽に来

場し、子育てについての話ができる場所」をコンセプ

トとして大阪樟蔭女子大学にて行われてきた子育て支

援の取り組みであり、東大阪市との協働企画として

2015年に始まって以来、毎年継続されている（山本・

中山 2018）8）。

本研究では、大阪樟蔭女子大学児童学部 3 回生 15

名が履修した「演習Ⅱ」の授業で「子育てカフェ」を

実施した。全 15回の授業のうち 11回について、後述

する「5段階の手順」を用いて設計し、計 3回実施し

た「子育てカフェ」のなかで、学生のリアリスティッ

クな学びを引き出していくことを目指した。

Ⅱ 方法

先述したように、本研究の目的は「リアリスティッ

ク・アプローチ」の手法を用いて、「子育て」のリア

リティに基づく「子育て支援」についての学びを引き

出すカリキュラムを開発することにある。そのために、

「5 段階の手順」と呼ばれる「リアリスティック・ア

プローチ」の手法を採用した授業計画を行った。

計 3 回行われた「子育てカフェ」のうち、初回と

2回目では、東大阪市との協同企画という特色を生か

し、東大阪市の子育て支援センターで所長を務める宮

城（第 3著者）が、「子育てテーマトーク」を行い、

プロの子育て支援者による支援活動がその場で学生に

も体験できるような工夫を行った。さらに、学生と参

加者の母親が対話を行う時間を設け、学生が「子育て」

の実際を体験的に学ぶための工夫を行った。3回目の

子育てカフェでは、カリキュラムの仕上げとして、学

生自身が企画から運営までをすべて担当した（造形活

動やチェキ（インスタントカメラ）での親子写真撮影

など）。以下、「5段階の手順」と「子育てテーマトー

ク」の詳細について記す。

1.「5段階の手順」を用いたカリキュラム設計

本研究では、全 11回の授業のうち、第 3回、第 6

回、第 10回の授業において学生が実際に子育てカフェ

を運営し、それぞれの回に事前指導、事後指導を設け

るかたちをとった。また、第 8回目の授業においては、

宮城が特別講義を行い、学生の実践的な学びを補強し

ている。実践と事後指導（リフレクション）を期間内

に 3フェーズ繰り返すことによって、各フェーズの経

験の蓄積とその省察から学びを得られるようにする工

夫を行っている（図 1）。

このカリキュラムは、「5 段階の手順」によって設

計されている。「5段階」とは「Ⅰ事前構造化」、「Ⅱ

経験」、「Ⅲ構造化」、「Ⅳ焦点化」、「Ⅴ小文字の理論」

という 5つの段階を指し、これらの段階を経ることを

通して、学習者の経験から学びを引き出していく手法

を指す（Korthagen2010）9）。「Ⅴ小文字の理論」とは、

学習者が自身の経験から引き出した気付きや学びを指
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し、この段階に到達することを目指して残りの 4段階

が設計される。教師はまず、「Ⅰ事前構造化」の段階

で、「Ⅴ小文字の理論」の獲得につながることを意図

した導入を行う。次に、学生の「Ⅱ経験」を何らかの

方法で「Ⅲ構造化」「Ⅳ焦点化」するファシリテーショ

ンを行うことで、学習を援助していくというのが基本

的な方法となる。

本研究では、計 3回の「子育てカフェ」の事前指導

の回に、次の「子育てカフェ」の実践に向けた学び

「v 小文字の理論」が得られるよう授業を設計してい

る。また、「子育てカフェ」の事後指導の回には、前

回の子育てカフェの「経験」を「構造化」「焦点化」

し、実践に根差した「Ⅴ小文字の理論」の学びが生じ

るような授業計画を行っている。図 2と図 3を用いな

がら、5段階の手順が各回の授業にどのように適用さ

れているかを説明する。

図 2は、第 1回目と第 2回目の授業が 5段階のどの

時点に位置づくかを図示したものである。第 1回目と

第 2回目の授業は、第 3回目の授業で行われる子育て

カフェ（「Ⅱ経験」）へ向けた「Ⅰ事前構造化」の段階

となっている（図の上段）。それと同時に、子育てカ

フェの実践へ向けた「v小文字の理論」を得ることを

目的としてⅠ、Ⅱ、Ⅲ、Ⅳそれぞれの段階が設計され

ている（図の下段）。

つまり、初めての子育てカフェで得られる「予想と

現実のギャップ」こそが、リアリティある学びにつな

がると考えられたため、「0～2歳の子どもに楽しんで

もらうための環境構成を行い、予想と現実との差異を

経験できるような準備状態を作る」「0～2歳の子ども

をもつ保護者の生活についてイメージし、抱いたイメー

ジと現実との差異を経験できるような準備状態を作る」

ことを目指した事前構造化を第 1回、第 2回にて行い、

それを第 3回以降の学びにつなげているというイメー

ジである。

第 1回、第 2回の授業でなされた事前構造化を受け

て、第 3回目の授業では実際に子育て支援を「経験」

する。そして、その「経験」について、第 4回目の授

業で「構造化」「焦点化」し、「小文字の理論」の学び

を得ることを目指した。

さらに、この第 3回、第 4回の授業が、第 5回の事

前指導に向けた「事前構造化」となる、といったよう

に、5段階が重層的に組み合わされていくように授業

が計画されている。具体的に言えば、第 3回、第 4回

の授業は、第 6回の事前指導において、「初めての子

育てカフェで得られた学びを具体的な行為の選択肢の

拡大に生かす準備状態をつくる」ための事前構造化と

なっている。

以下、紙幅の関係から、第 5回以降の各回の授業の

なかに「5段階の手順」がどのように反映されている

かについては省略するが、全 11回の授業のなかで学

生がリアリティある学びが得られるよう、5段階を重

層化しながら学びを深めていく授業構成が行われてい

る点が重要である。

2.「子育てカフェ」におけるテーマトークの概要
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図 1 全 11回の授業の概要

図 2 第 3回目以降への事前構造化（上段）としての、
第 1回・第 2回の授業の 5段階の構造（下段）

図 3 第 5回目以降への事前構造化（上段）としての、

第 3回・第 4回の授業の 5段階の構造（下段）



第 1回目と第 2回目の子育てカフェにおいては、学

生が実際にプロの子育て支援に触れることを重視し、

第 3著者である宮城がテーマトークを行い、学生はそ

の時間、宮城と保護者とのやりとりを観察しつつ、サ

ポートする役割を担った。以下、テーマトークの概要

を示す。

＜テーマトークの概要＞

子どもの保育を保障しながら、保護者の子育ての悩

みや不安などを解消するため学生と共催で『イヤイヤ

期の対応』の議題でテーマトークを行った。核家族、

兄弟が少ない、地域とのつながりが希薄な時代の中で、

親トレーニング（乳幼児と関わるチャンスがなく、赤

ちゃんをさわるのはわが子が初めて）がないままに、

親になる保護者が多い。虐待予防を念頭におき、孤立

した子育て家庭を減らし、保護者の不安や悩みを解消

して安心して子育てが出来る、すなわち、子どもたち

の心と体がすこやかに育つことを目的としている。

保護者の不安や悩みを話してもらい、参加者で共有、

「悩んでいるのは、自分だけではない」事を確認する。

保護者の不安や悩みに寄り添い、共感した後、『子ど

もの時期的なこと』『年齢的な見通し』『今出来る具体

的な対応』を、アタッチメントの形成が重要であるこ

とに、ポイントをおきながら伝える。

「発達がわからない」「自分の時間をとられて、身動

きがとりにくい」「一人で子育てしていると、世の中

から取り残されたような孤独感、不安感を感じる」な

どの保護者のストレスは、子どもへ直撃する。子育て

の大変さを理解し、協力してくれる人が周りにたった

一人いるだけで、そのストレスは解消に向かい、保護

者自身も守られる。結果、保護者は安心して子どもと

のアタッチメントの形成に向かっていくことが出来る。

学生は、保護者の悩みなどを知ることで、育児中の

保護者の理解をすることができる。その保護者への寄

り添い、共感など、具体的なアドバイスなどの対応を

直接見てもらうことで、学生の今後の保育や子育て支

援のスキルアップができる。

3. 調査対象・質問内容

本研究の調査対象は「演習Ⅱ」の参加学生（3回生）

15 名である。学生には事前に研究目的と研究データ

の使用方法、個人情報の保護について説明を行い、研

究協力への承諾を得た。また、研究の手続きについて

は事前に大阪樟蔭女子大学研究倫理委員会に申請し、

実施の許可を得ている。

学生には「子育てカフェに参加して良かったか」

「母親から話を聞くことで良かったこと」「話を聞いて

学んだこと」等についてアンケートを行った。アンケー

トは「子育てカフェ」実施後、3回行った。（表 1）

4. 分析方法

質問内容で〇をつけてもらう回答方法のものにはパー

センテージを算出し、4段階、5段階評価のものには

平均値を算出した。また、自由記述の部分は質的分析

SCAT（Steps for Coding and Theorization）法を

使用した。これは大谷（2007）10）により提唱されたグ

ラウンデット・セオリー法を基にした方法である。こ

の方法は記載された内容を、より一般的な表現へと転

換する 4ステップのコーディング及び、コーディング

データから一般的な理論を導きだそうとする手続きと

から構成される。SCAT は自由記述をより丁寧に分

析し、また理論に導くことができる手法であり、自由

記述分析についてはこの手法を用いることとした。

Ⅲ 結果と考察

1. 問 1～3について

（1）問 1～3について

質問 1では第 1回から 3回まで全員が「とても良かっ

た」と答えており 5段階評価で 5である。ほとんど未

就園児やその母親とかかわったことのない学生にとっ

て、とても良い経験になったと全員が思ったと考えら

れる。

質問 2について、全 3回分のパーセンテージ平均を

とって図示した（図 4）。第 1回から第 3回に参加し、

学生たちは、子育ての大変さを感じたり学び取ったり
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している。母親の話では「子育ての大変さについて」

が一番多かったが、「子育ての楽しさ」についても多

くの学生が感じ取っている。学生たちは、母親たちが

子育てをしんどい、苦しいと思っていることを理解し

た一方で、子育てが楽しいと思っているとも感じてい

ると読み取れる。「子どもへの想い」は学生にはやや

伝わりにくかったのかと推察されるが、「子どもの成

長」については伝わっていたと考察できる。

質問 3 については、図 5 のとおりである。問 3 1

について 3回共に全員がお母さんは頑張っていると答

えている。身近で母親の様子を見ていて、また、話を

聞いて、お母さんたちはみんな全員が精いっぱい頑張っ

ていると思ったのだと考えられる。問 3 2 について

3.8から 4と多くの学生が子育て支援について必要だ

と思うと答えており、親子と触れ合い、話すことによっ

て、大切だと考えたと思われる。問 3 3について 3.7

から 3.8とほとんどの学生が、学びたいと思っている

ことがわかる。問 3 4 については 3.9 から 4 とかな

り多くの学生がもっと学びたいと答えている。問 3 3

と問 3 4 を比べてみると、学生は、支援について学

びたい意欲を持っているが、それ以上に親子のかかわ

りや発達の具体的な姿に関心を持っていることがわか

る。乳児の親子のかかわり方については、実際の親子

をまえに学ぶ機会はほとんどないので、学べる機会が

あればもっと学びたいと考えていることがわかる。問

3 5については 3.7から 4と回を重ねるごとに増えて

いき、最終回には全員が入園前の親子の様子を知る必

要があると答えている。保育者は入園した子どもやそ

の母親を見ることはできるが、入園前の様子を見るこ

とは難しく、入園面の段階の親子について知っておき

たいと思ったと思われる。問 3 6について全員が保

育者とお母さんの連携は大切と答えている。学生はこ

れ以前に、保育所実習を経験していることもあり、保

育者とお母さんの連携無くしては、ともに子どもを育

てていくことはできないと感じていると考えられる。

問 3 7については図 5のようにばらつきがみられる。

保育者になりたい学生は子どもが好きで、自分の子ど

もを産みたい、欲しいと全員が思っていると予想した

が、全員が絶対に子どもが欲しいと思ってはいないこ

とがわかる。数人ではあるがどちらでもないと答えて

おり、仕事として保育者をしても、実際、自分が子ど

もを欲しいかどうかは別であると考えていると推察さ

れる。

2. 問 5 自由記述についての SCAT分析

問 5 の自由記述について SCAT による分析を行っ

た。分析には 4ステップコーディングの手法を用いて

いる。具体的には、アンケートの自由記載のテクスト

から（1）テクストの中で注目すべき語句、（2）テク

スト内の語句の言いかえ、（3）左記の（2）を説明す

るようなテクスト外の概念の導入、（4）テーマ、構成

概念（疑問）、課題へとコーディングを行った。全デー

タを記載すべきところであるが、紙面の都合上、まず

ストーリーラインと理論記述（表 2）のみ掲載する。

＜分析＞

分析結果について以下に記述する。

第 1 回目の子育てカフェでは学生のテクストには

「子育ては大変だと思ったけどそれ以上に子どもが可

愛くとても楽しくて、早く子どもが欲しいと思いまし

た。」と記載があり、実際の親子と少しかかわること

で子育てはたいへんだろうけれども、早く自分も早く

母親になりたい、子どもを産みたいと思ったことがわ

かる。少しのかかわりでは安易に子どもが育てられる

と思う学生がいたことがわかる。しかし、しっかり母

親や子どもとかかわりあい、話を聞いた学生からは、

「子育ての大変さはわかっているつもりだったがお母

さん方の話を聞いて悩みだけじゃなく怖さがあったり
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図 4 質問 2 母親から聞いて良かった内容
（第 1回から第 3回平均）

図 5 問 3－1から問 3－7 学生アンケート結果



と知っている大変さよりも大きいものだった。しんど

さもあるがその分子どもに対する想いがあるからこそ、

子育てができるのだと思った。」あるいは、「お母さん

たちにお話を伺った時一番の悩みはなにかと聞くと今

の悩みもたくさんあるけど先のまだ起こっていないこ

との不安がたくさんあると涙を流すお母さんもいらっ

しゃり私たちが考えている以上に悩みの内容は幅広く

深いんだと感じました。生の声を聞くことで自分の知

らない現実を見ることができてとても良い経験になり

ました。」といった記載があり、実際の「子育て」の

大変さについて理解できている学生もいると思われる。

また、「イヤイヤ期のリアルな悩みをたくさん聞くこ

とができてとてもためになった。自分が保育の現場で

働いたとき、子育てをする立場になったとき参考にな

ると思った。今回はイヤイヤ期についてお話を聞きま

したがそれぞれの年齢や子どもによってイヤイヤ期の

違いがあり発達に応じて、様々な対応が必要だと感じ

ました。」といった記載もあり、イヤイヤ期も親子に

話を聞くと個々によって違うことや、保育者になった

時にはイヤイヤ期もあることを理解できたことを学べ

たことをよかったと思っていることがわかる。

第 2回目の子育てカフェ学生テクストには「お母さ

ん方の子育ての喜び大変さというものを身近にお話を

聞くことができたのでとても良い経験ができたなと思

いました。お母さんたちと直接話してみて子育ての良

さや楽しさをさらに聞くことができました。」と記載

があり、1回目よりもさらに子育てについて聞けたと

記載している。また、「子どもが泣いていると不安に

なるとき 1人で悩むのではなく周りの人たちに相談す

ることが大切だと思った。少しでも 1人の時間が欲し

いということや出産後の保護者との交流など実際に聞

かないとわからないことをたくさん聞けたので参考に

なった。」と、子育て支援の内容について気付きを深

めた学生もいる。

第 3回目の子育てカフェ学生テクストには「自分た

ちが企画した子育てカフェは、今まで以上に保護者の

方々、子どもとかかわることができて良かった。楽し

かった。製作してみてうまくいった部分と反省しなけ

ればいけない点などあったので今後に役立てていきた

いと思いました。また、子育てカフェでいろいろな子

ども達とのかかわりを増やし身近に交流を深めていき

たいです。」といった記載もあり、自分たちで初めか
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表 2 第 1回から第 3回の子育てカフェ、ストーリーライン（抜粋）と理論記述



ら企画・運営する子育てカフェの難しさや、面白さ、

楽しさ、反省点も踏まえながら、今後さらに多くの子

どもとかかわり交流を深めておきたいと前向きに考え

る学生もいた。また、「今日、自分たちで子育てカフェ

をしてみて自分たちだからこそできた活動もあると思

うので、また違った子育てカフェが提供できて良かっ

た。うまくいかないことやスムーズにできなかったと

ころは次の活動に活かしていきたい。今回 1から自分

たちで考えていって、製作などもお母さんと楽しんで

取り組んでくれて良かったと感じる。チェキもお母さ

んと一緒に写っている想い出の品として喜んでくれた

のでとても良かったと感じる。」と、学生だからでき

る子育てカフェに自信を持った学生、母親からの喜び

の声に、また前向きに頑張りたいといった意欲も感じ

られた。

3. 考察

学生たちは、実習で子ども達とかかわり保育の現場

で学ぶ経験はしているが、未就園児や、その母親とか

かわる機会はほとんどないと言えるだろう。子育て支

援を知らないといった学生も多いと思われる。そのよ

うな中で、「子育てカフェ」を経験することは大きな

学びとなったであろう。今後保育者になっていく学生

にとって、本来ならば経験しておかなければならない

ことかもしれない。机上では学べない母親の個々の様

子や子育て観、母親の子どもへの想いや、子育てにつ

いての様々な悩みは少しでも経験を通して、学ぶ必要

があると考えられる。保育者が子どもにかかわるとき、

その母親にもかかわる必要があるだろう。母親がどん

なことに悩み、どんなことを心配しているのかについ

て知ることや、悩みを受け止め、共に子どもを育てる

姿勢なども必要であると考えられる。「子育て」のリ

アリティに触れながらも、「保育」と「子育て」は別々

のものではなく、それぞれ共通する部分があること、

また、共にかかわり合い、影響し合うことについて

「子育てカフェ」をとおして、学生たちは気付くこと

ができたのではないだろうか。

5段階の手順を用いて授業を行うことにより、第 1

回子育てカフェから第 2回子育てカフェの実際の体験

が、より大きく学生の学びにつながったといえるだろ

う。机上での学びにはない実際の体験を得、それを振

り返ることによって、螺旋状に渦を巻くように次の学

びにつなぐことができたと思われる。学生のアンケー

ト分析から、1回目の子育てカフェでは、初めて聞く

「子育て」の話に驚き、学生の思う子育てとの差異を

感じた様子がわかる。第 2回目の分析では「子育て」

には決まりがないこと、個々に違いがあることに気付

き、支援に必要なことはどんなことなのかと考えてい

ることがわかる。また、保育者として「保育」だけで

はなく「子育て」にも目を向けていることも大切だと

気付いている。第 3回目の分析では、学生自らが企画・

運営することによって、自分たちにもできることがあ

ると感じ、振り返りをすることによって、実際に子育

て支援をする時にはどんなことに気を付けていくのか、

どんな工夫が必要なのかを考えるところまで学ぶこと

ができたと言えるだろう。

学生は子育てカフェで実際の親子とかかわり、実際

に母親の話を聞き、実際に子育てカフェを運営するこ

とで、想像したこととは違う現実を知り、学ぶことが

できたのではないだろうか。将来、保育者となってい

く学生たちにとって、想像と現実の差異に気付けたこ

とは、今後の机上の学びにも生かされていくであろう。

リアリティ・ショックを学生のうちに経験できたこと

は、学生の成長につながったと思われる。保育者とし

て現場に出る前に、母親の気持ちや子どもの様子を知

る手掛かりの一つになったと考えられる。

終わりに

本研究では、「子育て」のリアリティに気付くこと

で学びを深めるカリキュラムとして、リアリスティッ

ク・アプローチを用いた授業計画が有効であることが

示唆された。経験と省察からなる学びのサイクルをよ

り有効に深めていく事前構造化や構造化、焦点化の手

法について、より具体的に検証していくことが今後の

課題になるだろう。また、今回は質的な分析を中心と

して学生の学びについて検討したが、量的な指標を用

いて学生の変化を分析したり、カリキュラムの有効性

を検討したりすることも今後の課題として必要である

といえるだろう。

子育て支援の必要性が高まるなかで、その専門性を

より明確にし、高度な専門性を育成するカリキュラム

を探究していくことが求められるといえるだろう。
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ABSTRACT

Recently, it has been observed that childcare worker training faculties need to improve their curriculum
of practical childcare support. In this study, we took on a “realistic approach” in designing the curriculum
of childcare support and found out what students are learning. In this curriculum, students operate childcare
support programs which include dialogues between mothers of young children and themselves. We used a
five step procedure to design this curriculum. We began with a preparation session, followed by an experi-
ence and reflection session to promote students’ learning. Finally, we analyzed the students’ questionnaires
and found that students acquired realistic knowledge and skills by sharing the joys and difficulties of child-
care with mothers.

Keywords: childcare support, childcare worker training, realistic approach, reality shock


